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食品安全委員会設立の経緯
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食生活を取り巻く状況の変化

（財）食生活情報サービスセンターＨＰより

食生活の多様化
食品流通の広域化

国際化の進展

新たな危害要因の出現
（O157、BSEプリオン等）

遺伝子組換え等の
新たな技術の開発

分析技術の向上

何故できたの？

BSEなどの問題から、
食品安全のための新し
い考え方が必要になっ
たからです。
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考え方
○国民の健康保護の
最優先

○科学的根拠の重視
○関係者相互の情報交
換と意思疎通

○政策決定過程等の透
明性確保

方法
○「リスク分析」の導入

－「リスク評価」を
「リスク管理」から
独立させる etc.

○農場から食卓までの一
貫した対策

世界各国の経験から、次のような考え方や
手段が重視されようになった。

2003年、国際食品規格委員会(Codex, FAO/WHO)

食品の安全性確保についての国際的合意

４



リスク分析とは
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リスクコミュニケーション
消費者、事業者など関係者全員が理解し、納得できるように話合う

食品の安全と安心を守るしくみ（リスク分析）

内閣府 食品安全委員会
（リスク評価機関）

科学的
知見

厚生労働省、農林水産省、
消費者庁等

（リスク管理機関）

中立公正客観的

食品中の危害物質摂取による

リスク評価
（健康影響の評価）

の実施

リスク評価結果に基づき

政策的
技術的可能性

不安など
国民感情

食品ごとの規制値等を決定、
検査の実施、事業者の監督等

費用対効果

６



「リスク評価機関」と「リスク管理機関」の関係
～具体例：食品中の放射性物質の場合～

役割：リスク評価
役割：規制値（事業者が守るべき

基準値）の策定、
検査の実施、
事業者の監督等

内閣府 食品安全委員会
（リスク評価機関）

厚生労働省
（リスク管理機関）

緊急を要するため、暫定規
制値を設定（Ｈ23年3月17日）

新たな基準値の設定
Ｈ２４年４月施行

暫定規制値の維持を決定
（Ｈ23年4月4日）

ICRPの実効線量10mSv/年
緊急時の対応として、不適切とまで

言える根拠は見いだせず

放射性セシウム
5mSv/年はかなり安全側に立ったもの

緊急とりまとめ（Ｈ23年3月29日）
評価を要請

評価結果をとりまとめ（Ｈ23年10月27日）

継続してリスク評価を実施

結果を通知

結果を通知
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１．食品健康影響評価（リスク評価）

食品安全委員会の役割
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１２専門調査会

企画等: 企画、緊急時対応、ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

化学物質系グループ: 農薬、添加物など

生物系グループ: 微生物・ウイルスなど

新食品グループ：遺伝子組換えなど

専門委員：１７７名（実数）

食品安全委員会は７人の委員から構成されています。

食品安全委員会の構成

７名

食品安全
委員会委員

事務局（職員58名、技術参与31名）
平成24年 4月10日現在

９



食品中の様々なハザード（危害要因）

生物学的危害要因

 感染性細菌

 微生物

 かび

 寄生虫

 ウイルス

 プリオン

化学的危害要因

 自然毒
 食品添加物
 残留農薬
 残留動物用医薬品
 環境汚染物質等
 容器等由来化学物質
 アレルゲン

新技術等により開発された食品で、リスク評価対象として
いるもの
 遺伝子組換え食品など

 新開発食品（健康食品、クローン家畜由来食品など）

物理的危害要因

 異物
（機械屑 等）

 形状、物性
 放射性物質
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食品の安全性を考える上で重要なこと
－「毒」かどうかは「量」次第－

“全ての物質は
毒であり、薬である。
「量」が、毒か薬かを
区別する“

パラケルスス
（スイスの医学者、錬金術師、１４９３－１５４１）
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アメリカでは、トイレを我慢して、
たくさん水を飲んだ人に、ゲーム機を
プレゼントするという大会がありました。
８リットル（大きなペットボトルで４本分）を
いっぺんに飲み、２位になった女性が、
「水中毒」になり、亡くなっています。
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①食品とともに
口の中へ

人体に入った物質はどこへ？

④肝臓で代謝・分解・合成される

③腸管から吸収後血中へ

肝臓→心臓→全身へ

②
腸
管
を
素
通
り
し
て
便
と
と
も
に
排
泄

⑤
吸
収
後
、
腎
臓
か
ら
尿
と
と
も
に
排
泄

体内に入ったものは永遠にたまり続けるのではなく、
どんどん体外へ排出されていきます。 13



食品健康影響評価（リスク評価）の審議状況

0 400 600 1,000

評 価
要 請

評 価
終 了 農薬 動物用医薬品

添加物

新開発食品

遺伝子組換え

プリオン その他

◆ 食品安全委員会が自ら行う食品健康影響評価案件も含む。また、プリオンの評価終
了件数については、自ら評価案件のうち評価対象国１カ国を１件として計算している。
（平成２３年１２月８日までで１１カ国分終了し、計１１件を計上。）

1,717
件

農 薬
789

動物用
医薬品

318

添加
物
128

新開発食品 75

遺伝子
組換え
食品
156

プリオン 16

その他
235

444 273 112 129

71 23

106

1,200 1,600

平成２４年３月３１日現在

1,158
件

200 800 1,400
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リスク評価はどのように行われるか？
ー化学物質（食品添加物・農薬）の場合ー

動物実験から有害作用を知る

動物実験等から無毒性量(NOAEL)を
推定する
安全係数(SF) （不確実係数）を決める

一日摂取許容量を設定する
（ＡＤＩ）

危害要因はなにか？
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無毒性量
＝動物の健康に

悪影響を与えない
最も多い量

100
1

100分の1に

安全係数

一日摂取許容量
（ADI）

ネズミやイヌなど複数の動物で
色々な毒性の試験をして

求めたもの

人が一生の間、
毎日取り続けても

健康に影響しない量

ＡＤＩ（一日摂取許容量）とは

ヒトがある物質を毎日一生涯にわたって摂取し続けても、
現在の科学的知見からみて健康への悪影響がないと推定される
一日当たりの摂取量のこと

食品の安全性に関する用語集（食品安全委員会事務局） 16



健
康
影
響

摂取量NOAEL（無毒性量）

非可逆的影響

（中毒、致死領域）

可逆的影響

（作用領域）

実際の残留農
薬の使用範囲

残留農薬基準

（作物ごと）

厚生労働省

ADI の特定（1日摂取許容量）

1/100

食品安全委員会

致 死 量

摂取量と健康影響の関係 (1)
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健
康
影
響

遺伝毒性発がん物質の場合

摂取量

摂取量と健康影響の関係 (2)
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リスク評価と管理の関係②（食品添加物 ソルビン酸の例）

～ソルビン酸は、保存料として加工食品に使用されている食品添加物～

●試験データからわかった無毒性量 ⇒ ２５００mg/kg 体重/日
●無毒性量にかける安全係数（不確実係数）⇒ １００

●ソルビン酸のグループとしての一日摂取許容量（ＡＤＩ）
⇒ ２５ mg/kg 体重/日（体重５０kgの人の場合、ＡＤＩ＝１２５０mg/日)

【厚生労働省】
●国民の各食品の摂取量調査に基づき、食品添加物の摂取量を推定
●食品添加物の推定摂取量がＡＤＩを大幅に下回るよう、食品毎の

使用基準を設定
【具体例】
◆ソルビン酸のハムの使用基準＝2000mg/Kg以下
⇒使用基準上限のソルビン酸添加のハムを625ｇ食べたら体重50KgのADIに到達

食品添加物の
種類

ＡＤＩ
（ｍｇ/kg体重/日）

１日あたりの

摂取許容量（日本人
の平均体重５０ｋｇの場合）

日本人１人
あたりの平均
１日摂取量

摂取許容量に占
める摂取量の割
合（１日あたり）

ソルビン酸 ２５mg １２５０mg ６．３５mg ０．５１％

〈
リ
ス
ク
評
価
〉

〈
リ
ス
ク
管
理
〉
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２．リスクコミュニケーションの実施

食品安全委員会の役割
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食品安全委員会のリスクコミュニケーションの主な取組

１．情報発信

①ホームページによる情報提供

②季刊誌（年４回）の発行
※全国の図書館等への配布

※モニターの皆様にもお送りしています

③メルマガ（週１回）の発行

※１万人以上の登録者の皆さんへ配信

２．意見交換会の開催等

①全国各地で様々なテーマの意見交換会等を実施
※実績 意見交換会 ４３件（うち放射性物質 ２２件）

講師派遣 １２４件（うち放射性物質 ７５件）

②食の安全ダイヤル
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食品安全委員会のホームページ
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３．リスク管理措置のモニタリング
（監視）

食品安全モニターの役割
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・食品安全委員会には、
リスク管理機関が行う
リスク管理措置をモニタ
リング（監視）する任務
があります。

具体的には、
①リスク管理機関に対する
調査（「施策実施状況調
査」）

②食品安全モニターの皆様
からの情報

によって、モニタリング
（監視）を行っています。

食品安全基本法
第二十三条 委員会は、次に掲げる事務をつかさどる。
四 前二号の規定により行った食品健康影響評価の結果に
基づき講じられる施策の実施状況を監視し、必要がある
と認めるときは、内閣総理大臣を通じて関係各大臣に勧
告すること。

リスク管理措置のモニタリング（監視）
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役割と期待すること

食品安全モニターのみなさんへ
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「委員会の活動に関する改善点」とは具体的に

① 厚生労働省等が行うリスク管理措置に関する

課題・問題点
（※ 委員会には、リスク管理機関の措置を監視（モニタリング）

する役割があります。）

② 食品安全委員会のリスクコミュニケーション

（広報、意見交換会等）の改善点

③ 委員会が行うリスク評価の改善点

食品安全モニターの主な役割

【食品安全モニターの皆さんは】
委員会の活動に関する改善点について提言
していただくのが主な役割です。
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食品安全モニターの主な活動

課題報告（アンケート）

への協力
※年２回程度を予定

随時報告（提出書式を使って）の提出
（委員会の活動に関する改善点の提言）

具体的には、
① リスク管理措置に関する課題・問題点の提言

② 食品安全委員会のリスクコミュニケーション

（広報、意見交換会等）の改善

③ 委員会が行うリスク評価の改善に提言

についてのレポート提出です （※後程、事務担当から詳しく説明します）

食品安全委員会の情報を
地域へ提供
・地域で活動されたり、企業でお勤めの場
合や周囲の御近所さんとのお付き合いなど、
それぞれの日常生活の中で周囲の方々への
情報提供をお願いします。

27



ＨＰに「食品安全モニターの皆様へ」を
作りました。

こちらをクリック！

ここから「随時報告書式」
をダウンロードできます。
今後は課題報告（アンケート用紙）

等も掲載していく予定です。
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≪「メールボックス」の活用例≫
・食品安全委員会などで実施される意見交換会等の開催情報の提供
・自治体で実施される意見交換会、学習会等の開催情報の提供
・メールボックスを活用したモニター同士の情報交換

メールボックスの活用について

７月１日より、モニター同士の情報交換や事務局、自治体からの情報提供に活用
するための「メールボックス」の運用をスタートします。

＜「メールボックスの仕組み＞
①下記のアドレスへモニターの皆さん、自治体の皆さんから、モニター同士で
共有したい情報をメール送信

②事務局を経由して参加メンバーにＢＣＣ送付を行う形式で情報共有を行うもの

○「メールボックス」のアドレス：i.syokuhin_moni24_renraku@cao.go.jp

≪「メールボックス」活用のルール≫
①食品安全に関する情報をお願いします。
②特定の企業の収益につながるもの（広告・勧誘等）は避けてください。

※今後、皆様方の声も伺いながら、運用・改善していきます。
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（最後に）活動に当たっての遵守事項
１ モニターとして活動する場合には、次の事項を遵守してください。

なお、これらの遵守事項に違反したことが確認された場合には、モニターの依頼を

取り消すことがありますので、ご注意願います。

① モニター活動は、公正中立な立場で行ってください。

② モニターという立場を利用して、営利企業等から、

いかなる利益及び便宜の供与も受けてはいけません。

③ モニターの活動は、日常生活の中で行ってください。

④ モニターは、食品安全委員会事務局長からモニターとしての活動を依頼されますが、

国家公務員のように国に雇用されているものではないため、法律に基づく調査権限や

検査権限は一切与えられていません。

販売店内等での写真撮影、伝票や資料閲覧（「行政機関の保有する情報の公開に

関する法律」に基づく閲覧は除く）の要求、常識的な質問の範囲を超えるような事情聴

取など、営業妨害や風評被害の発生のおそれのある行動はとらないよう、お願いいた

します。

２ １の各事項に反する活動などにより、食品関連業者、行政機関等に損害を与えたり

問題が発生した場合には、モニター個人の責任において対応してください。
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